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上／下直筋の 3次作用 

1) SRは上転、IRは下転の作用が生じる 

2) 筋は視軸に対して斜め後方に走行 

3) 筋停止部が眼球の前内側にあるため、常に内転を伴う 

4) 内転では上直筋：内旋／下直筋：外旋の作用が強くなる 

 

上／下斜筋の 3次作用 

1) SO は下転、IOは上転の作用が生じる 

2) 筋は視軸に対して斜め前方に走行 

3) 筋停止部が眼球の後外側にあるため、常に外転を伴う 

4) 外転では上斜筋：内旋／下斜筋：外旋の作用が強くなる 

 

眼球運動は 6種類の外眼筋の共同運動で成り立つ 

上／下直筋の最大作用 

• 外方視 23°で筋の長軸と視軸が重なる 

• 上直筋は上転、上直筋は下転の純粋な作用筋になる 

 

上／下斜筋の最大作用 

• 内方 50°で筋の長軸と視軸が重なる 

• 上斜筋は下転、下斜筋は上転の純粋作用筋となる 

 

外眼筋の総合作用による眼球運動 

右上方注視 

右眼球：外転／上転 

左眼球：内転／上転 

右下方注視 

右眼球：外転／下転 

左眼球：内転／下転 

 

動眼神経麻痺 

1) (  上眼臉挙筋  )が障害される→(  眼臉下垂   ) 

2) 瞳孔→(  散瞳  ) 

3) 眼球は(  外下方  )に変位→( 下転/内旋/外転 ) 

 

赤核の病巣における動眼神経障害 

 

 


